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新しい年が始まりました。
ふるさとが愛いっぱいの人材が育つまちになることを目指
して、地域・家庭・学校が一つとなって頑張りましょう。

明けましておめでとうございます。

人権フェスタ２０１９“いかた”　～ 講演『２つのコンプレックスが私の武器になった』　鈴木　徹　さん ～
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う
ご
ざ
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
初
め
て
の
新
春
を
め
で
た

く
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
町
の

教
育
振
興
に
多
大
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

伊
方
町
教
育
委
員
会
は
、「
ふ
る

さ
と
愛
い
っ
ぱ
い
の
人
材 (

人
財)

が
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

目
指
し
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
で
は
、
少
子
化
の
進

む
町
の
実
態
に
立
っ
て
、
保
育
所
、

小
・
中
学
校
、
高
校
と
の
「
縦
の

連
携
」
と
、
保
育
所
・
学
校
と
家

庭
や
地
域
と
の
「
横
の
連
携
」
の

強
化
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
「
生
き
る
力
」
の

育
成
に
重
点
を
お
い
た
教
育
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
で
六
年
目
と
な
る
「
学
校
の
教

育
力
向
上
推
進
委
員
会
」
を
組
織

し
、
中
学
校
区
ご
と
に
小
・
中
学

校
の
連
携
の
も
と
指
導
改
善
が
図

ら
れ
成
果
も
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

編
成
や
運
営
が
年
々
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
生
徒
数
の

減
少
に
よ
り
部
活
動
の
再
編
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
学
校
や
地
域
の
実
情
に
即
し

た
対
応
策
の
検
討
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
隔
年
開
催
と
な
っ

て
い
る
町
教
育
研
究
大
会
が
伊
方

小
・
中
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時

代
に
対
応
す
る
教
育
の
創
造
を
目

指
し
、「
主
体
的
な
関
わ
り
を
通
し

て
深
く
学
び
、
心
豊
か
な
伊
方
の

児
童
生
徒
の
育
成
」
を
研
究
主
題

に
各
学
校
の
研
究
・
実
践
が
報
告

さ
れ
、
活
発
な
協
議
や
意
見
交
換

の
も
と
に
実
り
多
い
研
究
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
で
は
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
家
庭
・
学
校
・

地
域
の
連
携
を
図
り
、
豊
か
な
心

を
育
み
個
性
と
創
造
力
を
発
揮
で

き
る
「
人
づ
く
り
」
に
向
け
、
教

育
行
政
を
総
合
的
に
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
生
涯
学
習
に
取
り
組
み

充
実
し
た
人
生
が
送
れ
る
よ
う
支

援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

る
青
少
年
の
健
全
育
成
を
促
進
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
心
豊
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
公

民
館
活
動
や
「
部
落
差
別
解
消
推

進
法
」
を
受
け
て
の
人
権
・
同
和

教
育
の
具
体
的
実
践
の
一
層
の
充

実
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ

推
進
室
」
が
新
設
さ
れ
、
関
係
事

業
の
充
実
を
図
り
、
町
民
の
健
康

保
持
・
増
進
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
機
会

の
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
レ
ク
祭
や
佐
田
岬
マ
ラ
ソ

ン
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
よ

る
町
の
活
性
化
を
図
り
、
各
種
大

会
へ
の
参
加
等
に
つ
い
て
も
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
事
項
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
「
伊
方
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
教
育
基
本
方
針
に
掲
げ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
活
力
あ
る
町
づ

く
り
の
推
進
」
を
基
に
、
一
人
ひ

と
り
の
年
齢
・
性
別
・
体
力
・
好

み
な
ど
に
応
じ
た
日
常
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
展
開
を
推
進
し
、
町
民

自
ら
が
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
に
親
し
み
、
健
康
増
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
面
で
は
、
優
れ
た
文
化
に

接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
文
化
活
動
の
支
援
や
文
化
の

振
興
・
交
流
促
進
を
図
る
ほ
か
文

化
財
の
保
存
・
活
用
に
努
め
、
個

性
豊
か
な
地
域
文
化
の
創
造
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
佐
田
岬
半
島
の
博
物
館

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
博
物
館
に

向
け
た
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、

次
の
段
階
の
基
本
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
教
育
行

政
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で

 

新
年
の
お
慶
び
を

　 

申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で

 

新
年
の
お
慶
び
を

　 

申
し
上
げ
ま
す

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
阿
部
勇
二

教
育
委
員

　
　
　
　
川
美
喜

教
育
委
員

　
　
　
阿
部
弘
喜

教
育
委
員

　
　
　
道
元
　
平
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ボ
ー
ル
や
バ
ッ
ト
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、野
球
の「
投
げ
る
・

打
つ
・
捕
る
・
走
る
」
楽
し
さ
に
触
れ
て
も

ら
お
う
と
12
月
９
日
、
伊
方
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
が
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
の
選
手

を
招
き
、
三
崎
小
学
校
と
三
崎
保
育
所
で
野

球
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

準
備
運
動
で
パ
イ
レ
ー
ツ
の
選
手
と
鬼

ご
っ
こ
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
甲
高
い
声

を
張
り
上
げ
走
り
回
る
と
、
も
う
選
手
と
心

を
通
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
柔
ら
か

い
ボ
ー
ル
と
バ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
テ
ィ
ー
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
と
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
で
、
野
球
の
魅
力
「
打
つ
・
投
げ
る
・

捕
る
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
、
専
用
の
ス
タ
ン
ド
に

載
せ
た
柔
ら
か
い
ウ
レ
タ
ン
の
ボ
ー
ル
を
柔

ら
か
い
バ
ッ
ト
で
打
ち
ま
し
た
。「
右
利
き
の

人
は
、
左
手
で
バ
ッ
ト
を
傘
の
よ
う
に
持
っ
て
、

そ
の
上
を
右
手
で
握
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
ボ
ー
ル
の
横
に
立
っ
て
こ
う
打
ち
ま
す
」。

選
手
に
教
え
ら
れ
た
子
ど
も
は
、
恐
る
恐
る

バ
ッ
ト
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
し

だ
い
に
慣
れ
て
く
る
と
、「
も
う
一
回
、
も
う

一
回
」
と
夢
中
で
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
ボ
ー
ル
の
投
げ
方
や
取
り
方
も
教

わ
り
ま
し
た
。

　

パ
イ
レ
ー
ツ
の
選
手
が
や
っ
て
き
た
小
春

日
和
の
一
日
、
柔
ら
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ

た
校
庭
に
、
野
球
を
し
て
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も

た
ち
の
黄
色
い
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
が
き
た
！

　
　
　
〜
投
げ
て
・
打
っ
て
・
捕
っ
て
　
子
ど
も
野
球
教
室
〜

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
が
き
た
！

　
　
　
〜
投
げ
て
・
打
っ
て
・
捕
っ
て
　
子
ど
も
野
球
教
室
〜
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Ｔ
Ａ
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Ａ
連
合
会
〜

 

第
15
回
伊
方
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
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第47回 伊方駅伝大会参加チーム募集!第47回 伊方駅伝大会参加チーム募集!第49回 伊方駅伝大会参加チーム募集!
【と　き】　２月16日　(日)　小雨決行
　　　　　・開会式　　　９時００分 (中央公民館)
　　　　　・スタート　　９時３０分 (妙見橋)
　　　　　・ゴール　　１０時００分頃 (役場前)

【構　成】　１部　地域単位によるチーム
　　　　　２部　高校生以上による男子チーム
　　　　　３部　小学生から中学生による男子チーム
　　　　　４部　女子によるチーム(小学生以上)
　　　　　５部　フリー (制限なし)

【コース】　妙見橋(役場前)　～大浜臨港道口折返し～
　　　　　役場前 ～川永田ゴミ収集所～ 役場前
            全１０.９km
            ※選手への盛大な応援をお願いします。

【問い合わせ】
　　伊方町教育委員会事務局　スポーツ推進室
　　　電話　３８-２６６１

　

11
月
23
日（
土
）、
伊
方
町
民
会
館
に
お
い

て
、
第
15
回
伊
方
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
等
約
１
８
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
木
曽
涼
子
（
Ｉ
Ｈ
Ｔ
Ａ
国
際
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
協
会
育
児
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
子
も
親

も
共
に
育
つ
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

親
子
の
会
話
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
い
た
後
、
ヨ
ガ
の
体
験
も
あ
り
、

脳
の
活
性
化
を
は
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
の
声
も
あ
り
、
子
育
て
に
つ
い
て
、
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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～瀬戸駅伝大会開催のお知らせ～

瀬戸駅伝瀬戸駅伝

　新春の１月１２日（日）、第５３回瀬戸駅伝大会が開催されます。
午前９時３０分に四ツ浜地区体育館前をスタートし、宇和海側を走って三机小学校グランドをゴールとする全長
１３.３０㎞のコースです。
　小・中・高校生から一般のチームまで、例年約３０チームが参加してタイムや順位を競います。沿道での熱い声
援をどうぞよろしくお願いします。
　主催と後援は次の通りです。

　主　催
　伊方町教育委員会
　伊方町スポーツ協会瀬戸支部　
　瀬戸公民館
　後　援
　伊方ライオンズクラブ
　朝日共販（株）
　（株）クリエイト伊方（亀ヶ池温泉）
　（夜間に練習する際には、反射材などの装     
     着をお願いします）

新春行事のご案内新春行事のご案内 三崎公 民館
　昨年は公民館事業に対しまして、格別のご理解とご協力を賜り誠にありがとうございました。
今年も新春早々、盛りだくさんの催しを準備しております。是非ご参加いただいて１年の計をた
てられてみては、いかかでしょうか？

第41回　健康マラソン＆ウォーキング大会
○日時　令和２年１月３日（金）　　
○場所　三崎支所前（スタート・ゴール）
○受付　午前9時～
○コース
　【マラソンの部】
　 ・ 1.5kmコース 高浦（みつけ浜付近）折返し
　 ・ 3.0kmコース 高浦（堀田建設付近）折返し
　 ・ 5.0kmコース 佐田（神社付近）折返し
　【ウォーキングの部】
　 ・ 3.0kmコース 高浦（堀田建設付近）折返し
※中学生以下はゴールの後、お楽しみ抽選会があります

新春書初め大会
○日時　令和２年１月７日（火）午前９時30分～
○場所　三崎支所　２階多目的会議室
○参加者持参物
　　　習字道具（筆、下敷き、文鎮など）
　　　半紙・墨は不要

ドライバーの皆様
健康マラソン＆ウォーキング大会及び三崎駅伝
大会時には選手への安全配慮を、よろしくお願
いします。

第５1回　三崎駅伝大会　
○日　時　令和２年１月19日（日）
　　　　　スタート　午前９時30分～
○コース　旧佐田岬小学校前～三崎～大佐田～三崎支所前
○参加種別
　・中学校男子の部・高校男子の部
　・一般の部　　　・女子の部　・小学生の部
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11
月
22
日
（
金
）、
三
崎

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

会
場
に
「
西
宇
和
郡
小
学

校
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
一
つ
の
ゾ
ー

ン
と
な
り
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

練
習
の
成
果
を
!!
西
宇
和
郡
小
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

練
習
の
成
果
を
!!
西
宇
和
郡
小
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

優勝

令和元年度  西宇和郡小学校サッカー大会

予選２位予選１位

体育功労者、文化功労者表彰の該当者は申請を！体育功労者、文化功労者表彰の該当者は申請を！（１月２9日（水）まで）（１月２9日（水）まで）

　２月23日開催の伊方町生涯学習推進大会で体育功労者、文化功労者表彰を行います。次の表彰基準に該当さ
れる方は、教育委員会に備え付けの申請書に関係資料を添付し、１月29日（水）までに提出をお願いします。詳
細についてはお問い合わせください。
　
【表 彰 基 準】
　対象者は、伊方町民又は本町出身者で、原則として次の各号のいずれかに該当する方です。
　体育功労者
　（１）個人　・個人競技で国、県、公益財団法人日本スポーツ協会が主催又は後援している大会の県大会優勝者
 　　 　　　　・個人又は団体競技の選手として県予選を経た四国大会以上の出場者
　（２）団体　・団体競技で国、県、公益財団法人日本スポーツ協会が主催又は後援している大会の県大会優勝ﾁｰﾑ
　　　　　　　・県予選又は推薦を経た四国大会以上の出場チーム
　（３）個人、団体を問わず国際大会出場者
　文化功労者
　（１）個人、団体を問わず国、県が主催又は後援している県大会等において優勝又は最優秀賞を受賞した者
　（２）個人、団体を問わず県予選等を経た四国大会等以上の出場者又は出品者で優秀な成績を収めたもの
　（３）個人、団体を問わず国際大会等の出場者又は出品者

【対 象 期 間】　平成３１年１月１日～令和元年１２月３１日の間に開催された大会
【申請書備付】　生涯学習室、瀬戸公民館、三崎公民館、町ホームページ
【問い合わせ】　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室　電話３８－２６６１

　11月29日（金）、伊方町民会館で伊方町小
中学校音楽発表会が開催されました。合唱で
は、大久小・九町小・伊方中・三崎中・瀬戸
中が熱唱し、器楽・吹奏楽では、三机小・三崎小・
伊方小・伊方中ブラスバンド部が演奏しました。
伊方中ブラスバンド部は11月に全国大会に出
場した曲を披露しました。
　とても楽しくみんなで弾みました。
　最後に愛媛大学教育学部　准教授の楠　俊
明先生に講評をいただき、「どの学校もすてき
でした。表現を表すともっと素晴らしくなる」
とお話をいただきました。
　音楽はいいですね!!

小
中
学
校
音
楽
発
表
会

小
中
学
校
音
楽
発
表
会
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中
国
・
四
国
地
区
お
よ
び
愛
媛
県
社
会
教
育
研
究
大
会
参
加
報
告

中
国
・
四
国
地
区
お
よ
び
愛
媛
県
社
会
教
育
研
究
大
会
参
加
報
告

生
涯
学
習
室

〜
第
42
回
中
国
・
四
国
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会
〜

〜
令
和
元
年
度
愛
媛
県
社
会
教
育
研
究
大
会
〜

伊方町人材育成事業の募集伊方町人材育成事業の募集
◆目　的

　　地域活性化の担い手となるため、意欲的に学習及び

　研修に参加する個人または団体に経費の全部または一

　部を助成することにより、有用な人材の育成を図るこ

　とを目的とする。

◆応募資格

　　この事業の目的を理解し、意欲的に参加を希望する

　者で、次に掲げる要件を満たすものとする。

　　・町内に在住し、１年以上を経過した者、またはそ

　　　の家族が伊方町内に居住している者であること

　　・町税を完納していること

　　・現在及び将来、地域・職場及び団体等において活

　　　発な行動が期待できる者であること

◆募集人員

　　・地域リーダー育成事業

　　・技術修得事業

　　・海外研修事業

　　・その他特に人材育成に寄与すると認められる事業

◆募集期間

　　・随時受付中

※詳しい内容については、
　生涯学習室（38-2661）まで
　お問い合わせいただくか、
　伊方町ホームページをご覧
　ください。

　

11
月
７
日
（
木
）
・
８
日
（
金
）
の
２
日
間
、
岡

山
市
に
お
い
て
、
第
42
回
中
国
・
四
国
地
区
社
会
教

育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
・
四
国

各
県
の
社
会
教
育
委
員
を
は
じ
め
、
社
会
教
育
関

係
者
約
５
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
当
町
社

会
教
育
委
員
５
名
参
加
）　

　

社
会
・
地
域
と
学
校
、
家
庭
が
一
体
と
な
り
子

ど
も
を
育
む
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
や
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
他
の
各
市
町
と
の
情
報
交
換
も

行
わ
れ
、
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
来
年
、
愛
媛
県
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
。 

　

11
月
19
日
（
火
）
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
愛
媛
文
教
会

館
に
お
い
て
、
「
人
づ
く
り
、
絆
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
」
を
研
究
主
題
に
愛
媛
県

社
会
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
方
町
か
ら
社

会
教
育
委
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
市
町
の
実
践
報
告
等
あ
り
、
社
会
教
育
事

業
推
進
に
向
け
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
社
会
教
育
委
員
の
方
々
は
こ
の
よ
う
な
研
修

で
勉
強
さ
れ
、
年
３
回
の
会
議
で
の
出
席
・
発
言

だ
け
で
な
く
社
会
教
育
の
推
進
に
向
け
日
々
取
り

組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

開会行事・アトラクション（備中神楽）

総評・閉会あいさつ　山本忠男氏
（伊方町社会教育委員長・愛媛県社会教育委員会理事）
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伊方町に残る古道の一部が
　　　　　文化庁「歴史の道百選」に選定されました
伊方町に残る古道の一部が
　　　　　文化庁「歴史の道百選」に選定されました

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

「おはよう！コケッコ－さん２」

●１月１１日（土）
DVD上映会（10：00 ～・14：00 ～）

●１月25日（土）14：00 ～
工作教室「バレンタインデ－・カ－ド作り」

令和２年  成人講座のご案内令和２年  成人講座のご案内
　成人講座は大厄といわれる３３年齢の女性、４２年
齢の男性、並びに還暦６１年齢の男女が一堂に集い、
学習や交流の場を通じて、より充実した人生を送るた
めの今後の生活設計や家庭、町づくりを考える意義深
い日とすることを目的としています。同級生と再会す
る機会にもなります。多数のご参加をお待ちしています。　
◇日　時　令和２年２月９日（日）
　　　　　10:00 ～ 13:30（受付　9:30 ～）
◇場　所　生涯学習センター　５階　多目的ホール
◇内　容　・健康相談・血圧測定（9:30 ～ 9:55）
　　　　　・合同厄払い神事、記念写真撮影
　　　　　・開会行事、講話、懇親会　
【対象者】
33年齢　昭和63年4月2日～平成元年4月1日生まれの女性
42年齢　昭和54年4月2日～昭和55年4月1日生まれの男性
61年齢　昭和35年4月2日～昭和36年4月1日生まれの男性・女性
※対象者の方には住民基本台帳により調査し、個別
にご案内しております。

【問い合わせ先】
　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室
　電話　38－2661

◆募集人員

　　・地域リーダー育成事業

　　・技術修得事業

　　・海外研修事業

　　・その他特に人材育成に寄与すると認められる事業

◆募集期間

　　・随時受付中

※詳しい内容については、
　生涯学習室（38-2661）まで
　お問い合わせいただくか、
　伊方町ホームページをご覧
　ください。

　古くから人、物、情報の交流の舞台となってきた道や水路
等は、我が国の文化や歴史を理解する上で極めて重要な意味
を持っています。文化庁では、これらの歴史的・文化的に重
要な由緒を有する古道等を保存と活用し顕彰するために「歴
史の道」を選定してきました。このたび「八幡浜街道―夜昼
峠越・笠置峠越・三机往還道」の名称で、八幡浜市保内町
から伊方町に入り、三机まで続く古道が選定されました。
（令和元年10月29日報道発表）。
　三机から乗下船する宇和島藩主の参勤交代や、九州から海
路を経て上陸する四国遍路の遍路道でもあった往還道は、特
に大峠・伊方峠・石神山付近・小振峠あたりで昔からの道の
歴史的な環境が比較的よく残されています。地域の歴史ある
場所は大切にしたいものですね。

子だくさんのお母さん、コ
ケッコ－さんが家族と広げる
賑やかで楽しい毎日のお話
がいっぱい！
時々起る事件やトラブルも
コケッコ－さんの持ち前の
明るさと優しさで乗り越え
て行きます！

｢愛の表現は無限大。あふれる思いをカードに込めて」
小さな封筒からあふれる沢山のハートでたっぷりの愛情を
表現　好きな気持ち 届くかな...？

佐田岬みつけ隊による昔の街道の草刈り（2017年）佐田岬みつけ隊による昔の街道の草刈り（2017年）
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…おはなし会 …休館日

1月 図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29

ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内
～ 1月のおはなし会 ～

日時 ： 11日（土）・25日（土）
　　　午後1時30分～
場所 ： 図書館　おはなしコーナー
対象 ： どなたでも参加できます♪

絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを
聞かせてくれるよ。みんな、きてね！

　１１月１１日から１５日までの５
日間、伊方中学校の２年生２名
が職場体験を行いました。年に
１度の蔵書点検や八西ＣＡＴＶで
のおすすめ本紹介など、カウン
ター以外の仕事にも挑戦し、慣
れない作業も一生懸命取り組ん
でいました。

中学生職場体験！！

新着図書

『犯人は、あなたです』 新堂　冬樹／著
『歩道橋シネマ』 恩田　陸／著
『坂の上の赤い屋根』 真梨　幸子／著
『間宵の母』 歌野　晶午／著
『世界が僕らを嫌っても』 片山　恭一／著
『わが殿』（上・下巻） 畠中　恵／著
『変半身』 村田　沙耶香／著
『約束された移動』 小川　洋子／著
『ザ・ロイヤルファミリー』 早見　和真／著
『気がつけば、終着駅』 佐藤　愛子／著
『光源氏と女君たち』 石村　きみ子／著
『宇宙から帰ってきた日本人』 稲泉　連／著
『スポーツでのばす健康寿命』 
 深代　千之／編、安部　孝／編
『貴乃花 我が相撲道』 石垣　篤志／著
 ほか
 

『となかいさん』
 サム・タプリン／文、エッシ・キンピマキ／絵
『おばけのジョージーこまどりをたすける』
 ロバート・ブライト／さく
『わたしのわごむはわたさない』 
 ヨシタケ　シンスケ／作・絵
『カラスてんぐのジェットくん』 富安　陽子／作
『ハンカチともだち』 なかがわ　ちひろ／作
『もしも恐竜とくらしたら』 山本　省三／作
『父さんがかえる日まで』 モーリス・センダック／さく
『あたまをつかった小さなおばあさんがんばる』
 ホープ・ニューウェル／作
『食品ロスの大研究』 井出　留美／監修
『命のものさし』 今西　乃子／著
『星くずクライミング』 樫崎　茜／作
『どうなる?これからのお金図鑑』 荻原　博子／監修
 ほか

新しく購入した本は右記の図書館ホームページからもご覧いただけます。URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

《一般書》 《児童書》
『信長、天を堕とす』

木下　昌輝／著
《内容紹介》
織田信長は強大な権勢を手にしてもな
お、自分を信じることができなかった。
敵将への嫉妬、家臣に対する猜疑心…。
信長とは何者だったのか？新たな信長像
に迫る。

『せかいのくにでおめでとう!』  
野村　たかあき／作・絵

《内容紹介》
ぼくのお正月はおじいちゃんたちと初
詣。ほかの国のこどもたちは、どん
なお正月をすごしているのかな? 世
界の国々のお正月行事がわかる絵本。

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ※町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌
　 の予約受取・返却ができます。

  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607
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佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

模擬火災訓練をおこないます模擬火災訓練をおこないます
第66回文化財防火デー第66回文化財防火デー

1月22日（水）19時～
今月のテーマ

「鼠にまつわる干支セトラ」
※お気軽にお越しくださーい。

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー
２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日・祝
日
の
翌
日
ほ
か

176

（第151回）

　

佐
田
岬
半
島
の
最
西
端―

正
野
地
区
は
、
今
で
こ
そ
佐

田
岬
灯
台
・
豊
予
要
塞
跡
・

野
坂
神
社
と
名
立
た
る
景
勝

地
や
史
跡
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
江
戸
時
代
ま
で
は
宇

和
島
藩
お
抱
え
の
山
林
で
し

た
。
長
文
で
す
が
、
明
治
四

四
年
調
整
の
『
三
崎
村
郷
土

誌
』
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
し
ょ

う
（
句
読
点
・
読
み
仮
名
を

補
い
ま
し
た
）。

　

正
野
ハ
、
維
新
前
、
俗
ニ

御
手
山
ト
称
シ
、
伊
達
家
ヨ

リ
山
番
ヲ
置
カ
レ
森
林
保
護

ニ
盡
サ
レ
タ
リ
。
其
當
時
、

正
野
全
部
鬱
蒼
タ
ル
松
、
杉
、

檜
ノ
天
然
林
ニ
テ
晝
尚
ホ
暗

ク
樹
下
ヨ
リ
天
日
ヲ
仰
ギ
見

ル
能
ハ
ザ
リ
キ
ト
云
フ
。

　

隨
テ
野
獣
ノ
類
非
常
ニ
澤

山
棲
息
シ
居
タ
リ
ト
云
フ
。

古
老
等
ハ
「
御
鼻
山
ニ
樹
木

ノ
有
ッ
タ
當
時
ハ
大
旱
ナ
カ

リ
キ
」
ト
言
ヒ
合
ヘ
リ
。
其

ハ
夏
日
炎
暑
ノ
候
、
向
フ
側

ナ
ル
九
州
ノ
山
ニ
夕
立
ガ
起

ル
時
、
直
ニ
御
鼻
山
ニ
傳
ヘ

来
タ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
云

フ
。
然
ル
ニ
、
今
ハ
昔
ノ
面

影
ダ
ニ
窺
フ
コ
ト
能
ハ
ザ
ル

ニ
至
レ
リ
。

　

維
新
前
、
山
番
頭
ハ
串
浦

ノ
組
頭
現
今
ノ
學
務
委
員
植

田
都
名
一
氏
ノ
祖
先
ナ
リ
ト
。

其
下
ニ
山
番
（
出
張
）
六
名

ヲ
置
キ
テ
盗
伐
ノ
警
戒
ニ
任

シ
タ
リ
。
慶
應
三
年
ノ
比
植

田
都
名
一
氏
力
ヲ
盡
シ
テ
窮

民
數
十
名
ヲ
募
リ
正
野
ヘ
移

住
セ
シ
メ
伊
達
家
ヘ
開
墾
ノ

儀
出
願
ノ
処
、
幸
ニ
シ
テ
許

可
サ
レ
タ
リ
。其
後
串
、與
侈
、

松
、
二
名
津
、
名
取
、
佐
田
、

三
嵜
等
ヨ
リ
移
住
ス
ル
モ
ノ

ア
リ
都
名
一
氏
ハ
移
住
民
等

ガ
開
墾
シ
タ
ル
土
地
ヲ
皆
彼

等
ノ
土
地
ト
ス
ベ
ク
、
無
代

拂
下
ヲ
出
墾
セ
シ
ガ
、
認
下

ヲ
圣
ル
マ
デ
ニ
ハ
、
筆
紙
ニ

尽
シ
難
キ
程
ノ
困
難
ニ
相
遇

シ
タ
ル
モ
、
遂
ニ
其
素
志
ヲ

果
タ
シ
タ
リ
シ
ハ
誠
ニ
感
ズ

ベ
キ
次
第
ナ
リ
。
明
治
五
年

ノ
頃
、
漸
ク
一
部
落
ヲ
形
成

シ
始
メ
テ
正
野
ト
称
ス
ル
ニ

至
レ
リ
。
此
レ
迠
ハ
世
人
ハ

御
鼻
ト
呼
ヒ
来
レ
ル
ナ
リ
。

　

明
治
維
新
の
後
、
串
の
植

田
都
名
一
さ
ん
ら
が
入
植
し
、

開
墾
に
尽
力
し
て
人
々
が

徐
々
に
住
み
始
め
、
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
頃
、「
正
野
」

と
い
う
地
区
名
が
で
き
て
き

た
よ
う
で
す
。
地
区
の
成
り

立
ち
の
歴
史
が
辿
れ
る
興
味

深
い
地
区
で
す
ね
。

正
野
の
は
じ
ま
り

◆ 今月のきょうどかん ◆◆ 今月のきょうどかん ◆

＝休館日＝夜スライド上映

と　き　令和2年1月26日（日）
　　　　午前10時～
ところ　町見郷土館（伊方町二見）
　毎年1月26日は文化財防火デーです。沖
縄県の首里城やフランスのノートルダム寺院
の火災は記憶に新しいところです。火災は
地域の歴史や文化といった私たちの心の拠
り所も奪ってしまいます。文化財防災に思
いを寄せるきっかけにしたいものです。

2020年 1月
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29

※写真は過去の訓練です※写真は過去の訓練です

正野の野坂神社正野の野坂神社

い

し

ん

ま

え

や
ま
ば
ん

つ
く

そ

の

と

う

じ

う
っ
そ
う

ひ
の
き

ひ

る

な
あ
お

し
た
が

た
ぐ
い

た
く

さ
ん 

せ
い
そ
く

お
は
な

あ
た

た
い
か
ん

ゆ
う
だ
ち

す
ぐ

し
か
る

う
か
が

く
み
が
し
ら

け
い
お
う

こ
ろ

ち
か
ら

み
ん
す
う

か
い
こ
ん

よ
ぼ
こ
り

は
ら
い
さ
げ

み
さ
きへ

そ
う
ぐ
う

ま
で

つ 

く

き
ゅ
う

だ   　

つ　

な 

い
ち

う
え

あ 

た

つ
た

お
は
な
や
ま

※年始は５日より開館です
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愛
媛
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
て

愛
媛
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
て

伊
方
町
立
大
久
小
学
校
　
野
　
村
　
雅
　
英

と
て
も
良
い
印
象
を
持
ち
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
人
権
教
育

の
創
造
・
Ｂ
分
科
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
就
学
前
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
の
４
つ
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
人
権
・
同
和
教
育
の
取

組
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
修
学
前
は
保
育
所
に

お
け
る
支
援
を
要
す
る
園
児

と
の
関
わ
り
、
小
学
校
は
子

ど
も
会
活
動
、
中
学
校
は
小
・

中
連
携
し
た
９
年
間
の
取
組
、

高
等
学
校
は
人
権
集
会
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
が
心

を
動
か
さ
れ
た
の
は
、
小
学

校
の
子
ど
も
会
活
動
を
発
足

さ
せ
た
時
の
関
わ
り
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
方
の
発
言
で

す
。

　

当
時
そ
の
地
域
は
、
差
別

発
言
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

あ
り
、
発
言
し
て
も
悪
く
な

い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
時
の
小
学

生
の
保
護
者
の
「
自
分
の
子

ど
も
が
差
別
に
負
け
な
い
子

ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
。」
と

い
う
強
い
願
い
を
知
り
、
全

国
の
研
究
大
会
で
学
び
、
小
・

中
学
校
の
教
員
に
協
力
を
得

な
が
ら
会
を
発
足
さ
せ
た
経

緯
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
差
別
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
強
い
思
い

や
信
念
に
基
づ
く
力
強
い
行

動
力
を
私
は
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
冒
頭
に
「
人
権
・

同
和
教
育
は
心
を
磨
く
活
動

で
あ
る
。」
と
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
人
権
・
同

和
教
育
に
関
わ
る
研
究
大
会

や
懇
談
会
等
は
、
伊
方
町
内

で
も
、
県
内
で
も
た
く
さ
ん

の
機
会
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加

し
て
、
自
分
自
身
の
心
を
磨

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
人
権
・
同
和
教
育
の
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
自
分

自
身
の
心
を
磨
く
活
動
で

す
。」

　

今
年
度
の
地
区
別
人
権
・

同
和
教
育
懇
談
会
で
発
言
の

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

と
き
に
、
私
は
こ
う
言
い
ま

し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
人
権
・

同
和
教
育
の
研
修
会
に
参
加

す
る
と
、
必
ず
心
を
動
か
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
厳
し
い
差

別
の
現
実
を
知
っ
た
時
の
激

し
い
憤
り
、
差
別
や
困
難
を

克
服
し
た
話
を
聞
い
た
時
の

心
か
ら
の
感
動
な
ど
、
研
修

会
に
参
加
す
る
と
、
必
ず
心

を
動
か
さ
れ
ま
す
。
私
は
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
愛
媛
県

人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

に
参
加
し
、
心
を
磨
く
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
午
前
中
に
開
会
行

事
と
部
落
差
別
解
消
を
め
ざ

す
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映

が
あ
り
ま
し
た
。
大
洲
高
校

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
最
近
成
立

し
た
人
権
三
法
の
内
容
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
て
、

『新年のご挨拶』
　旧年中は、伊方スポーツセンターをご利用いただき、誠にありがとうございました。
　本年も宜しくお願い申し上げます。スタッフ一同皆様のご来館を心よりお待ちしております。

お問い合わせは、伊方スポーツセンター　電話３８－１１００または３８－０７７６へ

◇日　時：毎月第２水曜日　19：00～19：50
◇場　所：伊方スポーツセンター2階プール
◇定　員：先着１０名
◇受講料：530円（１回）

☆大人の水泳教室☆☆大人の水泳教室☆ サーキットトレーニングサーキットトレーニング
初心者対象の水泳教室です。クロールを中心に
指導いたします。

日　時　毎週水曜日　１９：００～２０：２０
内　容　有酸素運動と筋力トレーニングを交互に行う
　　　　ことで、脂肪燃焼し、代謝を高めます。
　　　　また、バランス、体幹トレーニングなども
　　　　行います。

料　金　２１００円／
　　　　１期（４回コース）
※事前に空き状況をご確認
　ください。
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渡
辺
日
出
子

　
　
　
　
　
　
　
　

石 

井 

義 

夫

　
　
　
　
　
　
　
　

山 

嵜 

美 

喜

　
　
　
　
　
　
　
　

井 

上 

良 

枝
　

　
　
　
　
　
　
　
　

上 

田 

幸 

香

　
　
　
　
　
　
　
　

二
宮
壽
賀
子

　

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
睦
子

　

　
　
　
　
　
　
　
　

木 

戸 

悦 

子

　
　
　
　
　
　
　
　

足 

利 

敦 

子

伊 

藤 

植 

美

井
上
奈
津
子

佐
々
木
順
子

藤
村
冨
士
子

阿
部
ヨ
シ
子

松　
本　
光　
子

宮
部
タ
ミ
ヱ

玉　
里　
宏　
子

平　
尾　
由　
賀

宮
本
喜
美
子

加　
藤　
尚　
子

上
本
タ
ケ
子

山　
本　
幸　
子

中
村
ま
ゆ
み

山
畑
と
み
子

濵 

田 

啓 

二

山 

本 

久 

吉

中 

村  　

孝

梶 

谷 

栄 

一

髙　
月　　
　

仁

俳
　
句

俳
　
句

伊
方
俳
句
会

あ
み
だ
句
会

北
斗
の
会

襟
巻
の
酒
落
た
巻
き
か
た
見
ほ
れ
を
り

年
の
瀬
に
心
耳
を
澄
ま
し
墓
掃
除

ふ
ん
は
り
と
落
葉
色
々
吹
き
だ
ま
り

友
逝
き
て
空
家
に
一
つ
木
守
柿

枯
野
菊
の
残
り
香
仄
と
道
の
辺
に

初
凪
の
海
の
平
に
浮
寝
鳥

プ
シ
ュ
ッ
プ
シ
ュ
ッ
又
又
湾
は
秋
海
豚

浦
に
一
つ
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
冬
温
し

令
和
元
年
宮
様
お
そ
ろ
い
オ
ー
プ
ン
カ
ー

一
斉
に
港
を
離
る
初
漁
か
な  

小
春
日
や
母
亡
き
縁
に
ひ
と
り
言

一
年
の
重
き
を
つ
る
し
初
暦

大
風
車
晩
秋
の
陽
を
ま
ぜ
る
ご
と

秋
愁
や
共
に
老
い
ゆ
く
我
と
影

車
窓
よ
り
肱
川
嵐
現
実
に

夫
逝
き
し
心
寄
せ
あ
う
冬
紅
葉

戦
争
の
体
験
を
聞
く
秋
の
午
後

秋
霧
や
木
の
葉
ゆ
っ
く
り
色
付
け
り

国
境
の
い
ら
ぬ
里
山
渡
り
鳥

敷
パ
ッ
ト
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
あ
っ
た
か
い

雨
上
り
種
ま
き
競
う
母
の
手
で

コ
ス
モ
ス
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
空
を
見
る

柿
に
栗
秋
は
素
早
く
駆
け
抜
け
る

こ
ろ
こ
ろ
と
笑
ふ
あ
な
た
に
秋
の
風

京
想
う
味
の
深
さ
や
千
枚
漬

小
鳥
た
ち
背
中
丸
め
て
森
の
中

道
端
の
団
栗
蹴
飛
ば
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

あ
た
ご
柿
む
い
て
又
干
す
三
つ
り
ず
つ

草
む
ら
の
花
小
さ
く
て
小
蝶
舞
う

と
し

お
ち
ば
い
ろ
い
ろ
ふ

ゆ

か
れ
ぎ
く

が 

ほ
の

べ

せ

し
ん
じ

す

は
か
そ
う
じ

い
る
か

し
ゅ
う
し
ゅ
う

ど
ん
ぐ
り


